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概  要 

 

天然アニオンレセプターのアニオン認識部位の構造を模倣した人工アニオン

レセプターの合成と特定のアニオン種を選択的に認識出来るアニオンセンサ

ーの開発を行っている。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

人工的に合成したカリックスピロールを用いることで、多点水素結合によるア

ニオン認識能を有する人工アニオンレセプターの合成とアニオンセンサーの

開発に成功した。カリックスピロールに蛍光プローブを導入した蛍光アニオン

センサーの開発およびカリックスピロールに色素を導入した色素アニオンセ

ンサーの開発に成功した（図参照）。 

本技術の 

有用性 

アニオン（陰イオン）が生体の酵素反応の多くに関与していると考えられてい

るにも関わらずその役割の多くが未だ明らかにされていない点，さらには環境

科学の観点から，有害なアニオン種を認識するアニオンセンサーへの応用など

幅広くその展開が期待されている。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 
・医療分野への応用 

・環境分野（フィールドテスト等）への応用 
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天然超分子構造と機能を模倣した人工超分子の合成 

人工アニオンレセプターとアニオンセンサーの開発 

色素アニオンセンサー 

（H. Miyaji, et.al., Angew. Chem. 

Int. Ed. 2000, 39, 1777.) 


